
徳島駅伝に向かヲτスヲート2

10月号

世帯数  1，987戸人口 男 3，851 女 4，058 計 7，909(昭和62年 B月31日現在)

出生男  1女 3計 4・死t 男 1女 4計 5・転入男13女10計23・転出 男 1女 5計 6(昭和62年 8月中)


広報かつうら 10月号=208・昭和62年10月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511附

9月 13日，第31回勝浦郡駅伝大会が，上勝町役場から勝浦町役

場までの問で行われ， 98名のランナーが小雨の勝浦路に健脚を競

い合いました  D 

1988年の早春をかざる徳島駅伝まで，あと  3ヵ月あまり，選手

の皆さんの活躍が期待されます  D 
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テキストボックス
徳島駅伝に向かってスタート

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



第208号 カ込 つ ら 日首相62年10月 1 日 (2) 
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85歳以上� 

人
口
の
増
減
で
み
て
み
る
と
、
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ザコ

私たちが生まれた図T.育った町，

勝浦町。では，勝浦町ってどんな

町ですか?みかんの町勝浦，鶴林

寺のある町勝浦，あゆまつりの勝

浦，ぞれから� 。

たくさん?説明の仕方はあるか

もしれませんが，今回は国勢調査

結果から勝浦町の現況をみてみま

しょう 。

ち
二
十
六
番
目
に
位
冒
し
て
い
ま
す
。

'ðI\~， \(9.6舗人} 
055A)(句史人� f、(1144，，世百人) r'¥' (1

勝
浦
町
の
人
口
は
、
七
千
六
百
三

十
八
人
(
男
子
三
千
七
百
十
五
人
・

女
子
三
千
九
百
二
十
三
人
)
で
、

徳
島
県
の
人
口

(八
十
三
万
四
千

八
百
八
十
九
人
)
の 
0
・
九
一
%

を
占
め
、
県
内
五
十
市
町
村
の
っ

表(1) 

勝浦町の人口推移 徳島県の人口推移� 
昭
和
六
十
年
十
月
一
日
現
在
の

9，側

八
日 

8，園田
山
八
〕
門

叫八
門


叫
八
阿


ao，叫同� 

内向山
明)(1，倒閣
歳
1
十
四
歳 
)
は

一
千
四
百
四
十

六
人 

(
一
八
・
九
%
)
、生
産
年
齢

を
見
て
見
る
と
年
少
人
口

が
二
十
九
市
町
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
市
町、

徳
島
県
は
、
昭
和
五
十
年
か
ら
の

十
年
間
で
二
万
九
千
七
百
二
十
三

人

(三

・
七
%
)
増
加
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
浦
町
は
、

三
百
三
十
四
人
(
四

・
二
%
)
減

少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十
五
年
か

ら
の
五
年
間
で
み
て
み
る
と
、
県

内
で
人
口
が
増
加
し
て
い
る
の
が

次
に
年
齢
(
三
区
分 
)
別
人
口(

O

に数うのなと職ここ歳 表歳 の成表(3) 年齢(5歳階級)男女別人口比率
もがこ年い考のれと代�  (3)階ではで

。|1 11 11 11 11 1 。|1 11 11 11 1 
4牌 必年 筑戸手 応年 創戸芋 |僻僻瞬僻

減
少
し
て
い
る
の

人
口 
(十
五
歳
1

六
十
四
歳 
)
は

四
千
九
百
五
十

二
人

(六
四

・

九

%
)、
老
年
人

口

(六
十
五
歳

以
上 
)
は

一一( 千

二
百
四
十
人 

六

・
二
%
)
と

な
り
、
昭
和
四

十
年
か
ら
の
推

移
は
表
問
の
よ

う
に
な
り
、
老

年
人
口
の
占
め

る
比
率
が
高
ま

り
こ
こ
に
も

高
齢
化
社
会
の

到
来
が
伺
わ
れ

ま
す
。 

「円
男� 1 女� 

I 
I I 

I 
I 

I 
」

。

つ少と齢ていえたはがのを級しとは
ななは層しらめ、白人み�  γ ょっ

、j){ よれの町に口る男えな今
りな つ の
手 る 少 、 別 語 て 人

かく
新減うる人外つがと女ぷ
生 る か の 口 へ i

こ児と 。で流のまな二人(い口
。とのいこは出就てい十日五る構

表(2) 
3階層別人口推移

一年少人口 一生産年齢人口 一老年人口
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国勢調査結果からみたわが町
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表(6)

昨
日
開
問
内
刊
誌

ずコ

こ
ん
ど
は
、
勝
浦
町
の
産
業
構

造
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
表
凶
が

昭
和
四
十
年
か
ら
の
産
業
別
就
業

者
数
の
推
移
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
第

一
次
産
業
就
業
者
の
減
少
が
目
立

ち
ま
す
。
昭
和
四
十
年
か
ら
の
二

十
年
間
に
一
千
六
百
八
十
人
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
六
十
年
で

第

一
次
産
業
就
業
者
の
占
め
る
比

率
は
、
全
国
で
九

・
三

%
、
徳
島

県
で
一
七

・
五
%
、
勝
浦
町
は
三

二

・
四
%
で
あ
り
、
全
国

・
笹
島

県
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

で
は
次
に
、
世
帯
の
、王
な
就
業
�
 

者
の
農
林
漁
業
就
業
者
世
帯
、
農

林
漁
業

・
非
農
林
漁
業
就
業
者
混

合
世
帯
、
非
農
林
漁
業
就
業
者
世

帯
別
の
推
移
を
み
て
み
る
と
表
問

の
占
つ
に
な
る
。
こ
こ
で
も
非
農

林
漁
業
世
帯
の
増
加
が
み
う
け
ら

れ
ま
す
。

こ
こ
で
、
も
つ
少
し
掘
り
さ
げ

て
、
昭
和
六
十
年
の
年
齢
別

・
男

女
別
の
各
産
業
就
業
者
数
を
み
て

み
る
と
よ
り

一
層
、
勝
浦
町
の
就

業
構
造
が
よ
く
わ
か
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
が
表
附
に

表
れ
て
い
ま
す
。
�
 

年齢別男女別就業者数(昭和的年)

第二次産業 第三次産業第一次産業

ω
 

お

男 女 男女 男女

宇h

E
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統計の日� 

10月18日は今
回
は
、
国
勢
調
査
結
果
の

人
口
に
関
す
る
結
果
の
一
部
で

し
た
が
、
町
の
状
況
を
つ
か
む

の
に
少
し
の
手
が
か
り
に
は
な

る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の
住

ん
で
い
る
町
で
す
。
み
ん
な
が
、

よ
く
知
り
、
よ
く
考
え
、
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
�
 

(資
料
は
す
べ
て
国
勢
調
査
結

果
か
ら
)
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あ
り
"
か
と
う 
"ζ
ざ
い
ま
し
た


第
何
回
全
国
か
ん
き
つ
研
究
大
会

盛
況
の
う
ち
無
事
終
了
グ

一
昨
年
か
ら
問l
・
両
農
業
協
同

組
合
、
農
業
改
良
普
及
所
、
果
樹

研
究
会
等
の
組
'
識
を
あ
げ
て
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
第
三
十
五
回
全

国
か
ん
き
つ
研
究
大
会
は
、
去
る

九
月
三
・
四
日
の
両
日
、
徳
島
市

文
化
セ
ン
タ
ー
並
び
に
本
問
中
角

地
区
及
び
果
樹
試
験
場
を
舞
台
に

開
催
さ
れ
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

農
協
を
は
じ
め
、
各
組
織
の
ち
み

つ
な
連
携
プ
レ 

、
地
元
中
角
・

山
西
岡
地
区
を
中
心
と
し
た
全
町

民
各
位
の
非
常
に
熱
心
な
力
強
い

協
力
、
ま
た
本
大
会
の
進
行
を
陰

で
支
え
て
く
れ
た
地
元
町
議
、
農

委
、
区
長
、
果
研
役
員
、
生
比
奈

地
区
交
通
安
全
協
会
、
小
松
島
笹

察
署
と
駐
在
所
、
生
比
奈
小
学
校
、

加
工
農
協
勝
浦
工
場
、
駐
車
場
を

心
よ
く
提
供
下
さ
っ
た
方
々
、
視

察
者
を
暖
か
く
迎
、 
ζ
て
下
さ

っ
たa歓泡のあいさつをする町長

方
々
、
す
べ
て
の
皆
さ
ん
に
心
か

ら
厚
く
お
札
を
申
し
上
げ
ま
す
。

後
日
大
会
関
係
者
ら
を
通
じ
、

本
町
の
受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て

「
悲
市
に
暖
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い

一
応
の
責企視察団も熱心です

企湯茶の接待ご くろうさ までした

し庭
ま菜
す闘

コ
グン
/レク 
I I 
ブノレ� 

i買を
以開
外催

、¥， グ)

方た

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

締
切
日

十
月
十
五
日

申
し
込
み
、
詳
細
に
つ
い
て
は

普
及
所
(
電
話
二 
1

二
一
九
八
)

現
地
審
査

害
類
審
査

O O

年十
間月
作下
付 句

研
修
場
所

常
緑
果
樹
・
・
:
:
大
分
県
国
東
町

落
葉
果
樹
・・::
岩
手
県
雫
石
町

期

間昭
和
六
十
三
年
四
月 

六
十
四

年
三
月
(
特
に
希
望
す
る
場
合
は
も

う
一
年
間
研
修
が
受
け
ら
れ
る
)

書
類
提
出
期
限

昭
和
六
十
三
年
一
月
二
十
九
日

書
類
提
出
先

徳
島
県
園
芸
農
蚕
課
果
樹
係

負

担

金

入
寮
費
は
無
料
、
食
費
と
研
修

旅
行
等
の
費
用
は
有
料
。

研
修
内
容

植
物
概
論
、
果
樹
栽
培
総
論
を


は
じ
め
、
各
論
に
わ
た
り
、
専
門


的
な
基
礎
知
識
を
学
習
す
る
。


ま
た
、
午
後
は
実
習
作
業
を
中


心
に
行
い
ま
す
。


も
奮
っ
て
こ
参
加
下
さ
い
。

i

ヨコ
し-u

て
好
感
を
持
っ
て

い
る
己
と
聞
か

さ
れ
、
関
係
者

一
問、

任
は
果
た
せ
た
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ど
う
か
今
回
の
大
会
を
契
機
に
、

よ
り

一
層
み
か
ん
の
生
産
技
術
の

向
上
に
努
め
、
伝
統
あ
る
勝
浦
の

貯
蔵
み
か
ん
産
地
の
名
声
を
、

高
め
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

は
全
国
的
に
豊
作
年
と
の
、
」
と
、

思
い
き
っ
た
徹
底
摘
果
を
完
全
に

行
い
、
大
玉
果
の
生
産
に
心
が
け

て
下
さ
る
よ
う
、
お
願
い
を
し
、

お
札
の
こ
と
は
と
い
た
し
ま
す
。

第
三
十
五
回
全
国
か
ん
き
つ

研
究
大
会

勝
浦
町
実
行
委
員
長

似

木

義

夫

家
庭
菜
園

コ
ン
ク
ー
ル
に


参
加
し
ま
せ
ん
か
/

最
近
、
日
本
型
食
生
活
の
見
直

し
、
食
品
購
入
依
存
度
の
高
ま
り

等
か
ら
家
庭
菜
園
づ
く
り
が
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
=
一
年
度

果
樹
農
業
研
修
生

の
募
集
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
農
業
者
大
学
校
に

お
い
て
は
、
昭
和
六
十
三
年
四
月

か
ら
六
十
四
年
三
月
末
ま
で
の
一

年
間
、
果
樹
農
業
の
後
継
者
を
対

象
と
し
て
、
果
樹
に
関
す
る
諸
技

術
の
実
務
研
修
を
行
い
、
果
樹

農
業
近
代
化
推
進
の
中
核
的
役

割
り
を
果
た
す
農
業
者
を
一
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
研
修
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

概
略
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
産
業
諜
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

こ
の
度
、
勝
浦
地
区
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
主
催
で
家

審
査
方
法 

状� 
j兄
等

MUS04
テキストボックス
ありがとうございました
第35回全国かんきつ研究大会盛況のうち無事終了
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気
を
つ
け
よ
う

は
し
“ 
ζ

受
診
や
時
間
外
受
診

病
気
に
な
れ
ば
医
者
に
か
か
り

ま
す
が
、
医
療
費
と
い
う
も
の
は

節
約
し
よ
う
に
も
節
約
で
き
な
い

も
の
で
す
。
皆
き
ん
に
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
も
の
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
医
療
費
に
も
っ
と
関
心
を
」

と
呼
び
か
け
て
も
余
リ
ピ
ン
と
こ

な
い
の
が
実
感
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
国
民
健
康
保
険
は
被

保
険
者
相
互
の
保
険
で
す
。
全
体

の
医
療
費
が
あ
が
れ
ば
保
険
税
も

あ
が
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
ち
ょ
っ

と
し
た
努
力
や
了
夫
で
医
療
費
は

節
約
で
き
る
の
で
す
。

つ
き
の
こ

と
に
注
意
し
て
健
康
な
毎
日
を
暮

し
ま
し
ょ
、
つ
。

山
自
分
自
身
の
症
状
を
知
り
正
し

山
か
か
り
つ
け
の
医
者
を
も
ち
医

者
を
信
頼
し
ょ
、 
7
0 

ω治
療
よ
り
予
防
に
努
め
よ
、
っ
。 

に
留
意
し
ょ
、
っ
。

健
康

e--ZZE--zd，‘eiz-===e，E2e
 

EE・E・

要かうて・員・ た
でけ 。 、と ・犬動犬
すなまーし・を物は ヲL、愛
。いた生て・飼の最
主近飼 、7 ーも 審会 b

e
f
，
z

つ附う愛・以 つ古
なの主情・上でく
心 人 7 と・はすか

-z
 

く々に責・、 。ら 裏番 -
Z
4
4
e
z
z

O
-ZE
z
J
E
F
z
z
z
=
=
22，e

・

--
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

z
---z
t
e
r

O O
鑑
札
・
注
射
済
票
は
必
玄
白
輪
に

届
出
に
つ
い
て

O

犬
は
つ
な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う

犬
を
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き
は

O

-
z
'
s
，
z
=
z
-T
d，、ez-=一=

e-

しまし ょう

-

d，、，‘-2ZEz-

本と仲良 く

e，、，-

車タ

・=
，，，
 

.2
 

-

=Z
 

22fizz-
-zz，‘，、，iEz--

2=
 

-=

凶
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
」

「適
度
な
運
動
」「
十
分
な
休
養
」

の
健
康
三
原
則
を
守
ろ
う
。

手火です

く
受
診
し
ょ
、
っ
。

-e'z， 

ZZE
 
-

仰
は
し
ご
受
診
や
時
間
外
受
診
を

や
め
よ
う
。

同
一
年
に
一
回
は
健
康
診
断
を
受

け
よ
う
。(
早
期
発
見

・
早
期
治

療
に
努
め
る
。)

川
医
療
費
に
関
心
を
も
ち
、

っ
た
と
き
や
、
生
ま
れ
た
子
犬
の

主
の
方
は
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

に
と
っ
て
は
野
犬
と
ま
っ
た
く
同

飼
い
土
方
守
ら
な
け
れ
ば

二
千
百
円

二
千
五
百
円 

・
萱
録
料

・

注

射

な
ら
な
い
こ
と 

じ
で
す
。
農
作
物
を
荒
し
た
り
、

ゴ
ミ
を
散
ら
か
し
た
り
し
て
迷
惑

を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
群
れ
を

作
っ
て
人
や
家
畜
を
襲
、
っ
危
険
さ

も
ら
い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
と
き

は
、
役
場
環
境
衛
生
課
ま
で
連
れ

て
き
て
下
さ
い
。

犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
飼
う

生
後
三
か
月
以
上
の
犬
は
、
毎

近
附
に
達
恐
を
か
け
な
い
よ
う
に

犬
も
家
族
の
一
員
で
す

o

犬
を
捨
て
る
と
事
故
や
病
気
で

の
た
れ
死
し
た
り
、
大
き
く
な
っ

て
も
恐
ろ
し
い
野
犬
に
な
る
た
け

で
す
。
こ
れ
で
は
真
の
意
味
で
の

、
え
あ
り
ま
す
。 

愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
/

犬
を
飼
育
し
て
い
る
場
所
は
、

畜
化

糞
や
尿
で
汚
れ
な
い
よ
う
に
清
潔

に
保
ち
ま
し
ょ
、
っ
。

「愛
情
」
と
は
い
え
ま
せ
ん
。 

年
一
回
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
登
録
と
、
庄
射
は
、
四

月
に
実
施
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
登

録
と
注
射
を
さ
れ
て
い
な
い
飼
い

以
上
は
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し

他
人
の
土
地
や
道
路
な
ど
を
糞

飼
っ
て
い
た
犬
(
登
録
犬
)
が

トみ、「ノ。
 

な
と
で
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

死
亡
し
た
場
合
や
譲
渡
し
た
場
合

は
、
役
場
環
境
衛
生
課
へ
届
け
出

ト品、「ノ
。

て
下
さ
い
。

放
し
飼
い
の
犬
は
、
飼
い
主
に

は
愛
犬
で
あ
っ
て
も
、
他
の
人

 々

ど
う
し
て
も
犬
を
飼
え
な
く
な

一ー、

{¥ 

ヘ

は、にし任・家・ 家
リ迷まを・族・
が惑 し 持・の・
必をょっ・ー・ し 

犬害防止月間 
10月1日-31日
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心
の
ふ
れ
あ
い
豊
か
な
老
後


第
川
回
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

O

ザコ

横
瀬
折
部
伊
三
郎
(八
十
六
歳
)

ヒ
デ
子 
(八
十
歳
)

横

瀬

谷

敬

二

八

十

三

歳

)

ヲ
タ
ネ
(八
十
歳 
)

米
寿
(
八
十
八
歳
)
到
達
者

長

田

マ

キ

(

石

原

)

生

木

理

平

(

沼

江 

)

大

井

高

一
(
沼

江 
)

大

岡

芳

夫

(
沼
江
)

山
本

覚

蔵

(

今

山
)

伊
丹
ミ
キ
ノ
(
星
谷
)

鮎
川

カ

ツ 

(久

国

)

近
藤

コ
イ
ト
(
久
国 
)

河
野
フ
シ
ノ
(
棚
野
)

尾

西

茂

樹

(

中

山 
)

清
水
源
太
郎 
(中

山
)

鼻
知
場
カ
メ 
(与
川
内
)

溝

上

イ

ノ 

(与
川
内
)

北
峰
モ
ト
エ 

(坂

本 
)

森

ヲ

ク

ニ 

(坂

本 
) 

今、

敬

老


ばー〆


日
本
中
に
は
一
千
万
人
以 の

日
に
思
う

|罪文紹葬|

上
の
お
年
寄
り
が
い
ま
す
。
そ
の

お
年
寄
リ
の
人
達
は
、
幾
度
も
の

戦
争
を
の
リ
こ
え
肉
親
を
失
い
苦

し
い
生
活
に
あ
え
ぎ
な
が
ら
、
日

本
の
平
和
と
再
建
の
た
め
に
努
力

さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
だ
の
に
、

一
部
の
お
年
寄
り
の
中
に
は
、
家

族
に
も
そ
む
か
れ
て
つ
ら
く
寂
し

い
思
い
を
し
て
い
る
人
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
と

O お
ば
あ
ち
ゃ
ん
あ
り
が

と
う
、
そ
し
て
お
め
で

と
う
。
い
つ
ま
で
も
長

生
き
し
て
下
さ
い
日
と

い
う
気
持
ち
を
こ
め
て
、

さ
る
九
月
十
五
日
勝
浦

中
学
校
体
育
館
で

「敬

老
町
民
の
つ
ど
い
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生

比
奈
保
育
所
園
児
の
踊

リ

・
歌
、
小

・
中
学
生

の
作
文
、
そ
し
て
婦
人

会
の
方
々
の
作
っ
て
く

だ
さ
っ
た
お
す
し
等
々
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
は
あ
ち
ゃ
ん

八
十
歳
到
達
夫
婦
祝
い
状

に
育
て
て
い
た
だ
い
た
み
ん
な
の

感
謝
の
気
持
ち
と
協
力
で
、
楽
し

い
一
日
が
過
こ
せ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
、
っ
か
。

表
彰

・
お
祝
い
を
受
け
ら
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
推
進
者
表
彰

団
体

横
瀬
第
二
老
人
会

個
人

O
敬
老
作
文
の
朗
読

て 
悲
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

L

横
瀬
小
学
校
尾
崎
純
子
(
六
年
)

私
の
決
心

勝
浦
中
学
校
森
本
英
樹
(
二
年
)

敬
老
の
日
を
祝
し
て

(敬
称
略 
)

O

u

沼
江
北
山
今
蔵
(
八
十
三
歳
)

ハ
ル
エ 

(八
十
歳
)

沼
江
中
田
吉
雌
(八
十
一
歳
)

イ
ソ
エ 
(八
十 
成
)

中
角
伊
丹

軍

士
い(八
十
七
歳
)

ア
サ
エ 
(八
十
歳 
)

生
名
手
塚
正
己
(八
十
歳 
)

サ
カ
エ
占(
八
十
一
歳 
)

久
国

中
西

久
甫
(
八
十
三
歳
)

キ
ミ

エ
(八
十
歳 
)

棚
野
鈴
江
蹟
川
市
(八
十
此 
)

シ
ゲ
リ 
(八
十
三
歳
)

若
い
私
た
ち
も
反
省
し
考
、
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
大
な
問

題
だ
と
思
い
ま
す
。
人
は
誰
で
も

や
が
て
は
年
老
い
て
い
く
の
で
す
。

老
齢
化
社
会
の
問
題
は
国
民
全
体

が
今
こ
そ
、

真
剣
に
考
、
え
る
時
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
私
が
小

さ
い
時
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

お
じ
い
さ
ん
と
は
ず
っ
と
い

っ
し

ょ
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私
は
時

々
お
じ
い
さ
ん
か
ら
「
昨
日
、
お

ば
あ
さ
ん
の
夢
を
見
た 

小

西

文

市

(黒
岩
老
人
ク
ラ
ブ 
)

英

見
(棚
肝
老
人
ク
ラ
ブ 
)

勝
浦
中
学
校
二
年

理
映
子

ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
い

つ
も

お
ば
あ
さ
ん
と
一
緒
だ

っ
た
前
と

違
っ
て
、
畳
間
一
人
っ
き
り
で
寂

し
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
ご
ろ
、
お
じ
い
さ
ん
は
だ


い
た
い
家
に
い
ま
す
が
、
少
し
前


ま
で
は
、
旅
行
に
行
っ
て
写
真
を


撮
っ
た
り
す
る
の
が
、
何
よ
り
の


楽
し
み
で
し
た
。
私
は
、
旅
行
の


話
を
聞
く
の
が
好
き
だ
っ
た
し
、


お
じ
い
さ
ん
も
話
し
て
い
る
時
、


と
て
も
楽
し
そ
う
で
し
た 

け
れ


ど
、
今
は
少
し
足
が
悪
く
て
行
く


こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
前
、


お
じ
い
さ
ん
が
写
真
を
見
て

い
る


と
こ
ろ
を
見
ま
し
た
。
お
じ
い
き


ん
の
顔
は
本
当
に
懐
か
し
そ
う
で


し
た
。
私
も
、
お
じ
い
さ
ん
と
の


思
い
出
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。


小
さ
い
こ
ろ
は
、
毎
日
の
よ
う
に


遊
び
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て


い
ま
し
た
。


け
れ
ど
今
、

私
は
お
じ
い
さ
ん

に
向
か

っ
て
よ
く
口
返
事
を
し
ま

す
。
お
じ
い
さ
ん
が
い
た
か
ら
私

古

山

c

」
と
聞
き

J

MUS04
テキストボックス
心のふれあい豊かな老後
第18回敬老町民のつどい

MUS04
テキストボックス
敬老作文紹介
敬老の日に思う
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所
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

~

・

ロ

唱

膚

コ

吋

吾

川

 

け
州
川
�
 

ィ・� 
山

一

~

だ
け
で
な
く
、
病
気
の
方
で
主

〈
�
 
1

地

域

社

会

と

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

・

?

の

�

 

コ
即
日
�
 

べ
る
時
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

れ

国

防

岡

野

点

に

�

 

み
ん
な
で
楽
し
み
喜
べ
る
こ
と
が
、
(

ム

固

|

て

下

沖

イ

ノ

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
と

戸

買
物
か
ご
を
下
げ
た
親
と
娘
が
�
 

ー
¥
〉。

�
 

だ
と
思
い
ま
す
。

と
」
�
 

今
、
近
代
化
し
た
日
本
が
あ
る
�
 
の
石
を
目
ざ
と
く
見
つ
け
る
と
「ち

ん
の
た
い
へ
ん
な
努
力
が
あ
っ
た
�
 
娘
に
か
ご
を
手
渡
し
、
石
こ
ろ

を

あ

る

日

「

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
争
で
、

さ
ん
と
い
う
一
人
の
主
婦
が

〈

も
の
す
ご
く
恐
ろ
し
い
生
活
を
体
�
 

さ
ん
に
、
ア
メ
�
 (

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、

昔
、
こ
の
占
つ
に
楽
し
め
る
場

ん

司

剥

膚

山

間

割

到

謂

司

当

!

っ

一

が
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か

っ
て
い
ま
す
。
私
の
帰
り
が
遅
く

な
る
と
、
玄
関
の
電
気
を
つ
け
て
、

行
っ
た
り
き
た
り
し
な
が
ら
心
配

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
も
知
っ
て

い
ま
す
。
な
の
に
、
悪
い
こ
と
ば

か
り
言
っ
て
い
る
自
分
が
は
ず
か

し
く
思
い
ま
す
。

年
を
と
っ
て
行
く
と
、
ど
う
し

て
も
体
が
不
自
由
に
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
は
、
だ
れ
で
も
同
じ
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
少

し
で
も
身
の
周
り
の
こ
と
を
手
伝

っ
て
あ
げ
て
、
楽
に
し
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
こ
れ
が
今
ま
で
の
、

精
一
杯
の
恩
返
し
で
す
。

私
た
ち
は
、

小
学
校
の
時
に
、

寝
た
き
り
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
の
家
を
訪
問
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
、
あ
い
に
く
家
ま
で
は

・
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
友
達
の

話
に
よ
る
と
、
み
ん
な
が
書
い
た

作
文
を
読
む
と
、
一
疾
を
流
し
て
喜

ん
で
く
れ
た
り
、
悪
い
体
を
無
理

し
て
起
き
上
が
ら
せ
、
昔
の
話
を

い
ろ
い
ろ
と
し
て
く
だ
さ
っ
た
そ

う
で
す
。
私
は
、
病
気
の
お
ば
あ

さ
ん
へ
、
年
賀
状
を
出
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

震
、える

字
で
返
事
が
来
た
時
は
、
う
れ
し

く
て
、
今
で
も
大
事
に
持
っ
て
い

ま
す
。お

年
寄
り
の
人
の
中
で
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
で

小
雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
。

ι
k;
H

J

『

・

�

 

1
1
1
l
i
-
-
l
/

l
i
-
-
J
7
b

つ
て
は
、
何
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

寸
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

〉
母
親
は
道
路
の
中
央
に
こ
ぶ
し
大
�
 

J

，

c

03

2

E
-
L

‘

・

�

 

E

E

h

i

1

1

4

J

4

4

Y

H

4
 

の
も
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ

「
ょ
っ
と
こ
れ
を
持
っ
て
ね
」
と
、

親
子
で
テ
レ
ビ
を
見
て
れ
あ
い
グ
ル
メ
の
会
」
を
組
織
し

れ

ザ
拾
い
上
げ
て
道
路
わ
き
に
移
し
ま
い
て
、
ふ
と
息
子
の
ほ
う
を
見
る
た
�
 
Y

V

し
た
。

と
、
息
子
は
私
と
そ
っ
く
り
そ
の
い
ま
す
。
そ
の
�
 

験
し
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
経
�
 )

中
学
生
の
そ
の
娘
は
、
母
親
の
ま
ま
の
状
態
で
、
貧
乏
ゆ
す
り
を
リ
カ
へ
留
学
し
て
い
る
息
子
さ
ん

済
が
苦
し
い
中
で
、
こ
こ
ま
で
文

へ
き
り
げ
な
い
そ
の
行
為
を
じ
っ
と
し
て
い
る
の
で
び
っ
く
り
。
つ
く
か
ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
「僕
は
�
 γ

~
眺

め

て

い

ま

お

母

さ

ん

の

�

 

，

》

か
ら
は
私
た
ち
の
番
で
す

、
母
親
の

H

‘

親

か

ら

子

供

へ

の

化
を
発
展
さ
せ
る
の
は
た
い
へ
ん

な
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
�
 こ
れ

、
し
た
。
「
こ
の
�
 

、
〉
�
 贈

り

も

の

�

 

何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
大
人
に
な

へ
後
ろ
姿
が
輝
�
 

っ
て
、
勝
浦
の
た
め
、
日
本
の
た
�
 ~
い

て

見

え

ま

け

で

は

な

く

r

よ
う
に
努
力
し
て
行
く
つ
も
り
で
�
 
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
た
よ
」
と
私
に
話
を
し
て
く
れ
ま
結
婚
相
手
に
選
び
た

い
」
と
い
う
�
 
}

す
。
�
 

さ
ん
は
大
牢
っ

へ

め
、
み
ん
な
が
幸
福
に
暮
ら
せ
る

ハ
し
た
。
私
は
母
親
の
よ
う
な
人
柄
、
つ
く
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
と
思
つ
社
会
に
も
目
配
り
の
で
き
る
人
を

(
い
ま
し
た
」
こ
の
よ
う
に
彼
女
は
し
た
。
子
供
は
見
て
い
な
い
よ
う
文
面
を
見
て
、

こ
の
時
の
感
想
を
作
文
の
中
で
述
で
も
見
て
い
る
の
で
す
ね
。

れ
し
そ
う
で
し
た
。

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
日
に
あ
�
 V J rピ

べ
て
い
ま
す
。

た
り
、
も
う
一
度
お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
、
三

・

子

供

績

を

見

つ

め

て

る

最

大

の

財

産

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
じ
し

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
さ
い
ま
す
。
そ
し
て

元
気
で
い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て

-
親
の
後
ろ
姿
が

親
が
子
供
に
贈
る
最
大
の
も
の
�
 ~

は
、
財
産
で
は
な
く
親
の
後
ろ
姿
�
 
(

障
害
者
へ
の
理
解
を
広
げ
、
そ
で
は
な
い
か
と
国
々
つ
の
で
す
が
、
ハ

最
近
の
子
供
は
親
の
後
ろ
姿
を
の
自
立
化
を
援
助
し
よ
う
と
「
ふ
い
か
が
で
し
ょ
う
。

ゾ
見
て
学
ぶ
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
私
た
ち
は
、
お
じ
い
�
 〉

い
ま
す
。
そ
れ
で
も
子
供
は
親
の

~
し
ぐ
さ
を
見
逃
さ
な
い
も
の
で
す
。

淑
徳
短
期
大
学
教
授

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
健
康
と
幸

〉

私
の
友
人
で
、
貧
乏
ゆ
す
り
の
前
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
振
興
セ
ン
タ
所
長
�
 木
谷

宜

弘

.J
、』�
 

癖
が
ひ
ど
い
人
が
い
ま
す
。
彼
は

せ
を
み
ん
な
で
祈
っ
て
い
ま
す
�
 

o
 

h

i
t

.，，
�
 
、.2、・

‘、，，� 

、.f
‘、，，� 
.，.-，� 
t
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均

九
、へ

JJ

よ
う
な
優
し

く
、
そ
し
て
�
 ~

塞
挺
の
中
だ

ぜ V』~円へ戸~

ρJ
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'
'
t

.. 

・
、
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MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
思いやる心
地域社会とボランティア

MUS04
テキストボックス
親から子供への贈りもの
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l

の
ビ 

ム
ラ
イ
フ
ル
射
撃
が
、
八

フ ら'コ

た台大 き島浦七四去の�  | と浦
ーで型十れ市町日日る交ツ港タ今
行来ノ〈固までとまか八流少区イ回
を町ス日し開小でら月会年スガてい

目指世 


48 体


徳
島
県
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会

月
十
六
日
、
徳
島
射
撃
場
に
て
行

わ
れ
、
こ
れ
に
参
加
し
て
い
た
、

久
固
め
松
田
広
文
く
ん
と
松
田
友

和
く
ん
の
二
人
が
、
次
の
と
お
り

入
賞
し
ま
し
た
。

御
存
じ
の
と
お
り
、
ビ
ー
ム
ラ

イ
フ
ル
射
撃
は
、
昭
和
六
十
八
年

に
徳
島
県
と
香
川
県
で
開
催
さ
れ

る
第
四
十
八
回
国
民
体
育
大
会
で

本
町
が
会
場
に
予
定
さ
れ
て
い
る

種
目
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
種
目
に

町
内
か
ら
選
手
が
出
場
し
て
活

躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
も
、
今
固
め
大
会
で
入

賞
者
が
で
た
事
は
、
た
い
へ
ん
う

れ
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
枕
射
川
発

東
京
都
港
区

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
来
町

小
学
校
3
年
生
の
部

第

一
位

松
田
広
文
く
ん
(
久
国 
)

小
学
校
4
年
生
の
部

第
三
位

松
田
友
和
く
ん
(
久
国
)

ヱこ里21
企左から松田友利くん，松田広文くん

第
お
回
徳
島
県
青
年
大
会

体
育
の
部
・
陸
上
競
技

男
子
一
万

メ
ー
ト
ル

第

一
位

谷

寛

樹

さ
ん
(
坂
本
)

谷
選
手
は
来
る
十
一
月
六
日
か

ら
東
京
で
始
ま
る
全
国
大
会
に
徳

島
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

はぱ庭ijj

績小ミ二パスケνト
 

H

ナ
イ
ス
シ
ュ 

ト
勺
レ
ッ
ツ

l

ゴ
ー
横
小
々
火

・
木
・
土
の
週
三

回
、
横
瀬
小
学
校
体
育
館
に
は
元

気
な
声
が
は
ず
ん
で
い
ま
す
。

中
野
功
祐
君
を
中
心
と
し
た
男

女
合
わ
せ
て
三
十
二
名
の
ク
ラ
ブ

員
が
、
四
十
八
団
体
を
め
ざ
し
て

第
二
回
(
硬
式
)

ミ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

日

時

十
月
十
八
日
(
日
)

午
前
八
時
三
十
分
集
合

場

所

勝
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
費

一
人
三
百
円

参
加
資

格

町

内
在
住
の
中
学
生

以
上
の
男
女

迎し 二 、た催松勝十十が団ポ|十
え� ス回

目一一
ν 

... ス回
午� I ーポ目- 守 】

. '- ・ l

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
な
歓

迎
式
を
催
し
ま
し
た
。

し
た
。

後凶・血.~長~Lよ ー 
圃・・・・画面也・~:-程圏_.l時~司r~_.. 

十
五
日

・

十
六
日
の
親

善
試
合
の
他

地
引
き
網
や

水
・
派
大
会
な

ど
て
友
好
を

深
め
た
一
同

は
、
来
年
の

夏
の
再
会
を

約
束
し
、
十

七
日
勝
浦
町

を
後
に
し
ま 

を
・ 1 ツ迎
J 少え

か� ~....ー-一一一一一一一二宮内.， ~ . 年た
ら 日_4‘正面己亘書事孟逼蚕ー.......団勝


'、
 

練
習
に
も
一
段
と
熱
が
入
っ
て
い

ま
す
。八

月
五
日
に
行
な
わ
れ
た
県
大

会
で
は
、
念
願
の
ベ
ス
ト 
8
に
入

賞
す
る
な
ど
実
力
も
つ
け
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
応
援
し
て
下

去、ぃ
。

主

催

勝
浦
町
体
育
協
会
(
テ

ニ
ス
部 
)

問
い
合
わ
せ

陽
地
博
己
(
中
角 
)

電
話
二 
1

一
一
二
六
九

な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
と

な
り
ま
す
。

※
硬
式
テ
ニ
ス
部
で
は
新
入
部
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
火
曜
日

と
木
曜
日
に
午
後
八
時
か
ら
勝

中
コ 

ト
に
お
い
で
下
さ
い
。

l

\~ 

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
はばたけ横小ミニバスケット
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r¥ 

て
い
ま


n
j

l

か
っ
た
の
も
、
勝
浦
の
緑
と
人
々

の
優
し
さ
を
伝
え
た
い
気
持
ち
か

ら
で
、
作
品
の
ど
こ
を
見
て
も
自

然
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
今
後
も
油

絵
と
版
画
で
、
外
か
ら
見
た
勝
浦

の
イ
メ
ー
ジ
を
広
く
海
外
に
も
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
勝
浦
に
残
る
昔
話
、
伝
説

も
知
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

先
日
、
徳
島
で
第
一
回
の
個
展

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
成
功
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も

皆
様
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
生
ま
れ
育
っ
た
勝
浦
は
、
歴

史
も
あ
り
、
す
ば
ら
し
い
風
景
が

あ
り
大
変
良
い
所
で
す
。
だ
れ
で

も
よ
そ
に
幸
せ
を
求
め
た
り
し
て

都
会
へ
出
て
い
き
ま
す
が
、
結
局

そ
ん
な 

H

絵
に
か
い
た
も
ち
々
み

た
い
な
訳
に
は
い
か
ず
、
心
の
ど

こ
か
に
ふ
る
き
と
を
残
し
て
暮
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
文

が
ん
ば


。
町
出
身
者
紹
介
コ
ー
ナ
ー

ザコ


送
っ
て
あ
げ
ま
せ
ん
か

ふ
る
さ
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ


に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。@昌æ~


ふ
る
さ
と
だ
よ
り

会
員
は
、
勝
浦
町
出

身
者
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
の

で
、
ふ
る
き
と
だ
よ

り
を
送
っ
て
あ
げ
た

い
方
の
住
所
・
氏
名

を
町
役
場
総
務
課
ま

で
ご
紹
介
下
き
い
。

会
費
は
年
間
送
料

と
し
て
一
千
円
ご
負
担
下
き
い
。

家
庭
、
職
場
、

地
域
で
交
通
安

全
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

野

村

重
代
さ
ん

ヘ
旧
姓
大
山
・
愛
知 
/ 

/県
一
宮
市
柳
戸
町
」

写
真
右
が
里子
村
さ
ん

油
絵
を
中
心
に
版
画
・
ガ
ラ
ス

絵
、を
制
作
、
今
夏
徳
島
で
初
め
て

個
展
を
開
催
。
個
展
十
回
、
創
作

絵
本
二
冊
出
版
、
フ
ラ
ン
ス
国
際

展
入
賞
、
リ
ス
ボ
ン
市
か
ら
文
化

功
労
賞
受
賞
、
十
月
西
ド
イ
ツ
へ

も
出
品
。
寸
小
松
島
高
校

・
武
蔵
野

美
大
を
卒
業
し
、
現
夜
二
呂
市
立

中
部
中
学
校
勤
務
。
国
際
美
術
審

議
会
会
員
、
現
代
日
本
美
術
家
協

会
会
員
。お

便
り

緑
の
木
々
と
透
明
な
清
流
に
固

ま
れ
た
勝
浦
町
、
木
造
校
舎
の
小 

の月と会 とけまをふ結ふ勝
ふのだ員ふすてち 広 るぶる�  j甫ふ
る勝ょにるるののげき架き 町 る
さ浦 り は さ も 発 活 る と け と 出 き �  

れ 送毎き り� i原 む に輪てを方り
あ り

ノ� ¥ 対高υ ー

-
父
通
マ
ナ
ー
向
上

推
進
運
動

奇ili IijÐ~省認。ゅ川 警官

学
校
、
淡
い
黄
緑
色
の
横
瀬
中
学

校
も
今
は
す
っ
か
り
移
り
変
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

松
高
時
代
油
絵
を
描
い
て
い
る

友
達
に

つ
い
て
、
美
術
部
を
の
ぞ

い
て
見
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
絵

の
道
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ず
い
ぶ
ん

ま
わ
り
道
を
し
た
も
の
の
へ
タ
な

が
ら
美
術
の
大
学
も
無
事
卒
業
し
、

教
職
に
つ
き
、

一
宮
市
に
住
ん
で

十
八
年
。
夏
い
か
来
る
と
阿
波
踊
り
、

秋
に
は
み
か
ん
な
ど
、
大
自
然
の企野村さんの作品

腕
の
中
に
い
だ
か
れ
た
勝
浦
が
懐

か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

三
年
前
、
絵
本
出
版
に
と
り
か

化
は
中
央
に
ば
か
り
あ
る
の
で
は

な
く
、
地
方
の
作
家
か
地
方
で
生

問
月
日
日 

活
し
な
が
ら
中
央
に
も
通
用
す
る

月
日
日

作
品
を
作
っ
て
い
く
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
勝
浦
に
は
、
そ
ん
な
素
材

が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
の
で
、
そ

ト
ベ

れ
を
生
か
し
て
い
く
の
は
、

地
元

の
人
一
人
ひ
と
り
で
す
。
ど
う
ぞ

地
元
の
文
化
を
、
大
分
の
湯
布
院

の
よ
う
な
町
に
、
新
鮮
な
気
持
ち

運
動
の
重
点

・
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

ル
ト

・
へ
ル
メ
ソ
ト
の
着
用

0

で
見
な
お
し
て
み
て
下
さ
い
。 

・
無
謀
運
転
(
飲
酒

・
暴
走
・
追

い
越
し
)
の
追
放
。

・
交
差
点
に
お
け
る
交
通
マ
ナ
ー

の
向
上

:?l212ifi??Hi 


A交通安全協会員による交通安全キャンペーン

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
がんばっています
町出身者紹介コーナー

MUS04
テキストボックス
ふるさとだより
会員募集
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A
A
 

ー
テ
ニ

ス
を
し
て
い
ま
す
。
参
加

費
用
は
一
回
三
百
円
で
す
。
�
 

How do you do. 


膏
毎
舎
通
信

テ
ニ
ス
ボ
�
 lイ・

テ
ニ
ス
ガ
ー
ル

主
星
会
へ
は
い
ろ
う
/

青
年
会
で
は
毎
週
月
曜
日
、
午

青
年
学
級
で
行
っ
て
い
る
英
会

話
教
室
に
九
月
か
ら
、
国
際
交
流

員
と
し
て
、
県
総
務
課
に
配
属
さ

れ
て
い
る
ジ
ェ
フ
リ
�
 
リ
ッ
ク

l

-

ス
さ
ん
(
二
十
三
歳
)
が
講
師
と
し

て
指
導
に
こ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
フ
リ
ー
さ
ん
は
、
ア
メ
リ

カ
・
オ
レ
ゴ
ン
州
出
身
で
、
今
年

六
月
に
オ
レ
ゴ
ン
州
立
大
学
を
卒

業
し
、
日
本
に
こ
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
仕
事
と
し
て
は
、
自
治
研
修

セ
ン
タ
ー
、
阿
南
市
、
脇
町
な
ど

で
の
英
会
話
指
導
、
通
訳
な
ど
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
フ
リ
ー
さ
ん
の
趣
味
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト

・
ス
キ
�
 l
・
音
楽
鑑

賞
な
ど
で
、
現
在
は
、
中
昭
和
町

で
一
人
住
ま
い
だ
そ
う
で
す
。

ジ
ェ
フ
リ
ー
さ
ん
に
徳
島
の
印

象
を
聞
く
と
、

明
る
く
て
住
み
よ

い
町
だ
と
の

こ
と
。
ま
た
、
町
民

i羽11[111 • 
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へ
の
一
言
を
お
聞
き
す
る
と

「
わ
た
し
は
、
ぜ
ん
ぜ
ん
き
び
し

く
な
い
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が

き
て
、
た
の
し
く
英
会
話
を
習
い

ま
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
日

と
丁
寧
な
日
本
語
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
英
会
話
を
習
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
青
年
の
方
、
ぜ
ひ
一

度
来
て
み
て
下
さ
い
。

英
会
話
教
室
・
・
�
 ::
毎
週
水
眼
目

午
後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室
(
詳
し
く

は、

町
教
育
委
員
会
ま
て
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。)

後
七
時
か
ら
十
時
ま
で
、
ナ
イ
タ

チ
ラ
シ
に
は
過
疎
と
は
い
わ
ぬ
青

い
匡

バ
イ
パ
ス
に
古
田
売
る
気
て
旧
を

刷

、

え

る

峰

も
7

一
つ
何
か
が
欲
し
い
飾
リ
棚

青
い
頗
シ
ョ
ッ
ク
の
深
さ
う
か
が

わ

れ

テ

ル

本
州
の
立
地
ん
す
り
通
し
て
六
十
路

飾
り
物
で
終
り
た
く
な
い
視
の
意

地

千

恵

飾
り
付
け
終
え
て
明
日
待
つ
古
川
砂

屋結
局
は
飾
り
と
な
っ
て
ゆ
く
ピ
ア

百
ま
で
も
生
き
る
つ
も
り
か
苗
植

ノ

あ

ゆ

み

人
生
の
ト
ン
、
不
ル
抜
け
て
肯
い
空

仏
壇
を
飾
っ
て
不
孝
詑
び
て
い
る

半
円
い
鳥
高
似
に
咲
い
た
余
所
の
花

酔

参

戦
争
の
爪
あ
と
妓
る
山
本
正
祭

卜
亦
い
爪
さ
ほ
ど
で
も
な
い
似
の
舵

i

故
里
へ
飾
る
刊
の
速
い
街

さ
が
さ
せ
て
お

物

加

辻

い
て
結
局
要
ら
ぬ

飾
ら
ね
と
気
立
て
が
人
を
消
く
す

〈
川
柳
〉

。ヲ

幸
せ
を
運
ん
で
く
れ
た
青
い
海

富

士

飾
り
気
が
な
く
て
真
心
認
め
ら
れ

絞
無
用
地
球
の
育
さ
保
ち
た
い

の
ぼ
る

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
指
を
か
ら
め
て
迷

路
ゆ
く

水
道
の
音
も
小
さ
く
独
り
老
い

え

る

都

翠

Z

Z

J

'

L

b

1

 

老
人
は
背
信
号
の
な
い
京
ら
し

爪
ま
る
く
切
っ
て
育
て
た
小
さ
き

飾
ら
な
い
口
説
き
言
葉
に
も
め
た

、、

り
ず

は

つ

え

汗
白
き
チ
等
の
多
く
て
執
栄
、
ぇ

信
号
の
青
を
信
じ
て
従
い
て
ゆ
く

ード

出
口
詠
は
箇
月
五
日
ま
で
巳
三
句
は
が
き

で返
り
先
勝
浦
町
三
渓
稼
鈍
広
夫
ま
で

爪
弾
き
わ
か

っ
て

い
て
も
我
を
通

旬
内
在
住
の
万
巳
限
り
ま
可
。

す

頼

人

次
回
は
俳
句
そ
の
次
は
短
献
と
交
代
に
の

卜
行
ば
か
り

ゼ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
匂
く
だ
さ
い
。

y

小文

老
体
の
爪
の
唱
さ
も
股
に
生
き
て

瓜
か
お
る
行
業
野
小
路
の
ぼ
り
行

く

さ

く

え

日
飾
り
外
し
て
マ
マ
の
顔
に
な
る

飾
り
気
の
な
い
催
し
さ
に
ほ
れ
た

嫁

こ

つ

ゆ

一
ト
時
の
命
を
飾
る
速
花
火

青
い
海
育
て
て
く
れ
た
鳥
を
捨
て

香

月

J

U

財
テ
ク
は
古
い
烏
か
と
伯
�
 追
い

早

苗

年
金
に
甘
え
て
余
生
旅
も
す
る

偶
然
に
会
、
�
 
7
戦
友
も
白
く
な
りh

h
J
¥
W

戸町，・
�
 山口い

4
桐
，
�
 

凸
型
を
画
く
パ
レ

肌
る
の
を
待
っ
て
る
マ
マ
の
爪
は

さ

み

万

里

だ
め
よ
だ
め
月
が
と
っ
て
も
青
い

か

ら

し

も

や

ま

一一一--zt2
z===--一マ-zz----一-一-=一-一--一一

一

I'm JEFFRY RIGGS. 


---一
-=zz

---z
ー
:

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
青年会通信
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農
村
婦
人
の
家
ま
つ
り

農
村
婦
人
の
家
開
設
五
周
年

O
芸
能
大
会
な
ど

ま
す
。 

時
か

O
10腐

づ
く
り
の
実
演

り

そ
こ
で
、
第
二
回

自
の
「
農
村
婦
人
の

家
ま
つ
り
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

産
物
交
換
市

ヘ
農
産
物

/
手
作
り
小
物
な
ど


O
コ
ン
ニ
ヤ
ケ
ノ
-
一豆


楽
し
い
計
画
を
し
て
た
く
さ
ん

の
方
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い

}
λ
J き

農� 10
いっしょに手作り 杓月

婦� 25
コンニャク・豆腐 人� F 日

の� (日)作ってみようよ
家午�  

と炉」

農
村
婦
人
の
家
が

昭
和
五
十
七
年
に
開

設
以
来
五
周
年
を
迎

、え」ま 

l
v
た
。

日
ご
ろ
は
た
く
さ

ん
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
、
御
利
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

今
山
愛
育
班

知
事
表
彰
に

輝

昭
和
五
十
三
年
四
月
に
、
地
域

の
健
康
を
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組

織
と
し
て
結
成
さ
れ
た
今
山
愛
育

班
が
、
こ
れ
ま
で
の
健
康
づ
く
り

活
動
を
認
め
ら
れ
、
去
る
九
月
七

日
の
「
健
康
づ
く
り
県
民
の
つ
ど

い
」
に
お
い
て
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
班
の
主
な
活
動
は
、
健

診
の
呼
び
か
け
、
健
康
教
室
で
の

健
康
意
識
の
高
婦
、
栄
養
教
室
で

行
政
相
談
週
間

叩
月
刊
日 

日

行
政
相
談
週
間
は
、
総
務
庁
が

行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る

も
の 

す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、

徳
島
行
政
監
察
事
務
所
と
地
元
行

政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、
次
の

と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
の
で
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て

苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
こ
の
機
会
を
お
気
軽
に
ご
利
用

下
さ
い
。

行
政
相
談
所

一
、
日
時

昭
和
六
十
二
年
十
月
二
日
(
金
)

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

二
、
場
所


住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー


三
、
相
談
員


徳
島
行
政
監
察
事
務
所
監
察
官


行
政
相
談
委
員
・
人
権
擁
護
委


r
員

・
心
配
ご
と
相
談
員

j
n
u

勝
浦
会
館
十
月
行
事

生
花
教
室

習
字
教
室

手
芸
教
室

踊
り
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研

究
会
十
月
定
例
会

(木)附(印刷

ロ
日
開
膝
整
室

室

日
日 

ω
着
付
教

日
日
附
踊
り
教
室

日
日
制
勝
教
室

日
旬
開
習
字
教
室

初
日 

ω
生
花
教
室

引
日
附
手
芸
教
室

幻
日
附
踊
り
教
室

部
日
開
篠
教
室

室

幻
日 

ω
着
付
教

部
日
附
手
芸
教
室

各
講
座
と
も
午
後
八
時
か
ら
開

講
し
ま
す
。
(
手
芸

・
藤
教
室
は
七

時
三
十
分
か
ら
、
習
字
教
室
は
七

時
開
講
)
時
間
に
遅
れ
な
い
よ
う

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

F
の
栄
養
改
善
、
地
域
住
民
へ
の
健

康
支
援
な
ど
で
す
。

左
か
ら
松
田
キ
ヨ
美
さ
ん

・

大
久
保
幸
子
班
長
・
森
山
敏
子
さ
ん

』 

〈
郵
便
局
長
紹
介
〉

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

坂
本
郵
便
局
長

内

谷

信 
τ去コず

替

地
域
と
共
に
歩
む
、
皆
さ
ま
の

郵
便
局
の
た
め
に
、
ご
要
望
に
添

、
え
る
よ
、
つ
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

い
ま
す
。

8 7 5 2 
日日日日

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
農村婦人の家開設五周年
農村婦人の家まつり
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第208号

2

字
平
野

習
芝
垂
級

場 時
所問

，。)zu(
 

(叡締略)

戸
籍
の
窓

8
月
刊
日
1
9
月
刊
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
字
星
桂
玉
置

字
山
下

大
字
沼
江
瀧
花

字
折
宇

大
字
中
角
久
米

字
東
山

守
�
 長
女

J

雅

代

」

美

秀
樹
�
 

J

二
男

順

子

」

陽

隆
和
�
 

J

二
男

美

穂

」

真

命
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
中
角
字
大
道
福
山
イ
ト
ノ
(
的
歳
�
 
)

大
字
生
名
字
北
中
川
キ
ヨ
ヱ
(
邸
歳
)

大
字
三
綴
字
定
岡
中

瀬

公

子

�

 
(
町
一
歳
�
 )

大
字
三
渓
字
樫
糊
神

原

頼

永

(
九
歳
)

大
字
久
国
字
内
金
瀧
川

タ

ミ

(
訂
歳
)

題
「
霧
」

出
詠
締
切
日

十
月
二
十
日

善
意あ

り
が
と
う

ζ
ざ
い
ま
し
た

i

8
月
刊
山
田
�
 
9
月
刊
日

福
山

隆
さ
ん
�
 (中
角
)

匿

名

(

横

瀬

�

 

)

中
川
利
夫
さ
ん
(
生
名
)

神
原
千
鶴
子
さ
ん
�
 (横
瀬
)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
拠


10月21日同

成犬� 300円

小犬� 100円

善
正
�
 
J

二
女

雅
子
」
恵

大
字
三
瀦
中
山

字
下
川
原

大
字
昆
笹
岡

字
宮
原

大
字
沼
江
岡
本
秀
明

…岩

大
字
生
名
山
崎

佳
一
�
 J

長
女

理

久
美
子
」

真
奈
美

J

三
女

幸
子
」
渚
津
美

J

芳
洋
�
 長
男

久
代
」
山
宗

社
会
総
合
大
学

グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ

十
月
八
日
同

十
月
二
十
三
日
幽

l

午
後
七
時
�
 午
後
九
時

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

墨
絵
蛍
級
十
月
七
日
附

十
月
十
七
日
出

i

時
間
午
後
七
時
三
十
分
�
 午

後
九
時
三
十
分

場
所

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

短
叡
単
級
十

一
月
十
四
日
出

呈� 

F 

ユ� 

F 

呈� 

z 

z 

= 
三� 

= 
z 

= 

史� 

= 

r 

r 

r 

也 平 姫

犬の被害が増えています 10月定例心配ごと相談� 
一飼い犬は必ずつないで くだ さいー

不用犬買い取り日� 日時 10月2白幽

午前10時~午後� 3時

10月� 7日凶� 
内容 人権・行政・厚生・福祉

場所 住民福祉センター� 2階

(平日でも受付しておりますので¥

お気軽にお問い合わせください/

わかちあう幸せ一一赤い羽根共同募金� 
=昨年の寄付金はこのように使われました=

10月1日-12月31日「一一寸
 

H



第208号つ ら)31(
 

と

き

と
こ
ろ

該
当
児き

と
こ
ろ

該
当
児
�
 

カミ昭和62年10月1日

と ※ 

※ 

ずコ

ふくおかゅういちくん

乳
児
健
康
診
査

日
1
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

三
歳
児
健
康
診
査

身
体

・
精
神
と
も
に
発
達
の
は

げ
し
い
こ
の
時
期
に
、
総
合
的
に

健
診
を
行
い
異
常
の
早
期
発
見

・

早
期
治
療
と
、
習
慣

・
習
癖
な
ど

日
常
生
活
の
適
正
な
指
導
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

と
こ
ろ

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

該
当
児

生
後
三
か
月

1
十
八
か

月
ま
で
に
二
回
投
与
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
四
歳
未
満
の
子

で
二
回
投
与
を
受
け
て

い
な
い
時
は
、
必
ず
受

け
て
下
さ
い
。

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参

下
さ
い
。

胃

集

団

検

診

国
同
が
ん
は
、
依
然
と
し
て
日
本

人
の
が
ん
の
ト
ッ
プ
で
す
。
早
期

発
見
、
早
期
治
療
の
た
め
に
四
十

歳
を
す
さ
た
ら
年
に
一
度
は
、
必

ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

次
の
と
お
り
集
団
検
診
を
行
い

ま
す
。

百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

盤
底
覆
翼
手
鹿
謹

股
関
節
脱
臼
検
診

こ
の
検
診
は
、
股
関
節
脱
臼
の

午
後
二
時
�
 三
時

予
防
と
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

l

き

十
月
二
十
八
日
嗣

とと
こ
ろ

住
底
福
祉
セ
ン
タ
ー

と

該
当
児

二
歳
�
 四
歳
未
満
の
子

i

接
種
方
法

第
一
期
:
一
か
月
ご

と
に
三
回
接
種

第
二
期
:・
第
一
期
終

了
後
十
二
か
月

1
十

八
か
月
後
に
一
回
接

極

料

金

無
料

※
印
鑑
と
母
子
手
帳
を
ご
持
参

下
さ
い
。

き

十
月
二
十
三
日
幽

-
}
-
Z

午
後
一
時
三
十
分

1
二

時
三
十
分

農
村
婦
人
の
家

内

容
リ

必
ず
受
診
�
 て
下
さ
い
。

L

と

き

十
月
十
四
日
肘

午
健
一
時
�
 1
一
二
時
三
十
分

と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
ー

該
当
児

昭
和
六
十
一
年
十
月

一

※ 料� 

日
�
 
j
六
十
二
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子

金

無
料

母
子
手
帳
を
こ
持
参
下
き
い
。

炉」� 
O

十
月
三
十
日
制

ヘ
�
 問
診

O O O

午
後
一
時
三
十
分
1
二

一
�
 身
長
、
体
重
測
定

時
三
十
分

一
内
科
診
査

勝
浦
病
院
小
児
科

一
歯
科
診
査

昭
和
六
十
二
年
六
月
一

/
O
保
健
指
導
、
心
理
指
導
 

日
1
八
月
三
十
一
日
ま

@
八
月
二
十
八
日
に
受
診
さ
れ
な

で
に
生
ま
れ
た
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
。

一
歳
児
健
康
診
査

十
月
九
日
幽

午
後
一
時
三
十
分
1
二

時
三
十
分

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
一
年
九
月
一
�
 

か
っ
た
子
供
さ
ん
は
必
ず
受
け

て
下
さ
い
。

※

母

子
手
帳
と
問
診
票
を
こ
持

参
下
さ
い
。

ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)

生
ワ
ク
チ
ン
投
与

十
月
七
日
制

と

き

午
後
二
時
�
 
j
三
時

胃集団検診日程表

※(1)ただし満70歳以上の方，市町村民税非課税

世帯の方，生活保護世帯の方は無料です。

注意	 検査前日� 9時以降と当日は湯茶，食事等

いっさいとらずにおこし下さい。

夜間毅急当番表
10月T日 勝浦 病 院 �  

〔電話番号〕� 

勝浦病院

2 -2 555 

山 西 医 院 �  

2-3027 

湯浅医院�  

2-2003 

赤 岩 医 院 �  

2-2006 

上勝髭療所�  

6-0302 

3日 湯浅 医 院

5日 勝浦 病 院

フ日 赤岩 医 院 �  

9日 勝浦 病 院

⑪日 上 勝�  5診 療 所

13日 勝浦 病 院 �  

15日 山西 医院

17日 勝浦 病 院 �  

19日 湯浅 医 院 �  

21日 勝浦 病 院

23日 赤岩医院�  

@日 勝浦病院

27日 上勝診療所�  

29日 勝浦病院�  

3↑日 山西医院

平日 午後6時~翌朝午前9時
休日 午後ア時一翌朝午前� 9時

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康
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)(l昭和62年10月� 1日つ らずコ

O O
体
温
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人
。

卵
、
鶏
肉
に
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ

'IJ込

る
人
1

め
た
人
。

第208号

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予

防

接

種

冬
に
な
る
と
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お
こ
る
悪

性
の
カ
ゼ
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

が
流
行
し
ま
す
。

高
い
熱
、
頭
痛
、筋
肉
痛
な
ど
の

激
し
い
症
状
と
、
伝
染
力
の
強
い

の
か
特
徴
で
、
肺
炎
や
気
管
支
炎

な
ど
の
合
併
症
を
お
こ
し
、
時
に

は
、
重
篤
で
危
険
な
状
態
に
な
っ

た
り
す
る
病
気
で
す
。

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
多

数
の
方
が
接
種
を
受
け
て
下
さ
い
。
�
 

※
予
防
接
種
の
受
け
ら
れ
な
い
人

0
心
臓
病
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病
な

ど
の
活
動
期
に
あ
る
人
。
�
 

せ
ん
。
定
期
健
診
、
健
康
相
談
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

※健康手帳をご持参ください(料金無料)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

結
核
の
初
期
症
状
は
、
咳
や
疾

が
出
る
な
ど
カ
ゼ
と
似
て
い
る
た

め
に
、
た
い
し
た
病
気
と
思
わ
ず

に
受
診
が
遅
れ
る
場
合
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
年
一
度
は
検
診
を

受
け
、
自
分
の
健
康
管
理
が
大
切

で
す
。
又
こ
の
検
診
は
、
肺
結
核

の
み
で
な
く
急
増
し
て
い
る
肺
ガ

ン
の
早
期
発
見
に
も
な
り
ま
す
。

次
の
日
程
で
巡
回
し
ま
す
の
で

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

料

金

無
料

※
ボ
タ
ン
や
金
具
の
な
い
下
着

で
お
こ
し
下
さ
い
。

今月の健康

ね
い
に
洗
い
ま
す
。
細
か
く
き
ざ

ん
で
す
り
鉢
で
す
る
か
、
ミ
キ
サ

ー
を
利
用
し
ま
す
。
青
汁
に
適
し

た
野
菜
は
、
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
�
 
y

ツ
ナ
、
カ
ブ
の
菜
、
ミ
ズ
ナ
、
ア

交
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
の
効
用

パ
セ
リ
な
ど
で
す
。

新
鮮
な
野
菜
や
果
物
で
作
っ
た

野
菜
不
足
に
よ
る
ビ
タ
ミ
ン
・

生
ジ
ュ
ー
ス
は
、
各
種
ビ
タ
ミ
ン

ミ
ネ
ラ
ル
欠
乏
症
、
疲
労
回
復
、

や
ミ
ネ
ラ
ル
の
破
壊
が
少
な
く
、

高
血
圧
、
貧
血
、
胃
腸
病
、
便
秘

栄
養
的
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

な
ど
に
好
埼
育
ち
ざ
か
り
の
子

例
、
え
ば

供
は
、
野
菜
が
不
足
し
が
ち
で
す
。

青
汁

1
新
鮮
な
材
料
を
三
種
類

家
族
そ
ろ
っ
て
は
じ
め
て
み
ま
し

以
上
と
り
合
わ
せ
、
流
水
で
て
い

ブ
ラ
ナ
、
シ
ソ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
葉
、

※
折
り
込
み
の
�
 wイ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

つ
い
て
。
の
チ
ラ
ン
を
ご
覧
下
さ
い
。

ト&、「ノ
。

O O
他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
一
か

巡
回
健
康
相
談

そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と
認

成
人
病
の
初
期
は
、
自
覚
症
状

月
以
内
の
人
-

。

印
鑑
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。

O

料
金

ヘ
�
 
三
歳
1
六
歳
未
満
二

が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し

自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
疲
労
感
程

昨
弓
そ
の
た
め
早
期
発
見
が
し
に

百
円

。
六
歳
1
十
三
歳
未
満

三
百
円

。
十
三
歳
以
上

く
く
い
つ
の
間
に
か
悪
化
し
て
い

四
百
円

場 戸斤 時 問 場 所 時 問

石原セ ンター�  9 :30-10: ∞ J生 場� 9 :30-10: 20 

沼江�  
10: 10-10: 40 電報 f世話局前� 10 :30-11・20高田 治機宅横� 

10 沼江�  
10: 50-11: 20 

10 棚聖{� 
11: 30-12・∞

月 藤本明男様宅機 月 駐 在 所 横 �  

19 今山公会堂�  11: 30-12 ∞22 消中山防事務所�  13:∞-13・30
日 勝訴f会 館 日 勝浦町場農協�  13: 40-14: 20
開) (駐車初)  13:∞-13: 40 

同 携来 前

星岩谷田忠雄機宅前� 13: 50-14・20 横t曹i 
14 :30-15:∞折部健一郎隙毛前

星谷�  
14・30-15 :∞川口幸一様宅前

掛谷�  
9 :30-10・10 与木川内� 9 :30-10 :10新居治機宅繊 下今一様宅前� 

10 
生比予告農協前� 10: 20-11: ∞

10 与 川内事業所�  10 :20-11 :10 

月 農村婦人の家�  11: 10-12・∞ 月 福与徳川好内昭機宅機� 11: 20-12:∞ 
2 1 

滝中角口石油�  1苫� 

23 

日� 13:∞-13: 30 日 坂本事業所�  13:∞-13: 40 

付くj生名� 
13 :40-14 :20 掛 坂本集会所�  13: 50-14 :20いちょうの木

ィ生 場� 14: 30-15: ∞ 坂本� 
14: 30-15:∞ 林忠三機宅前

て
、
気
づ
い
た
と
き
に
は
、
手
遅

れ
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

インフルヱンザ予防接種目程表

月日 場 所 時 間 回目

%(刈 沼江保育所 午後�  2時-3時

!払附 農村婦人の家 午後�  2時-3時

※約 4 週間の H~慨をおいても う 11主接種を行います。

巡回健康相談日程表

月日 時 同l 場 所 内容

%(月) 午前� 9時30分-121侍 ぷ寸〉、 川wノムス1 4Z込 ~ι -血圧測定� 

-尿検査

-その他健
康に関す

る相談

!野休) 午前10時-111時30分 坂本集会所� 

党主月) 午前 9時30分-12時 星谷集会所

児証オ4午後 1時30分-3時 棚野集会所

自の愛護デー� 

(10月10日)

胸部レン トゲン検診日程表

コ
リ
ー
、
コ
マ




